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【学位論文審査の要旨】 

本研究では，脳卒中片麻痺者が，狭い隙間を安全に通過するために必要な歩行調節能力

や判断能力をどの程度保有しているかについて，6 つの実験を通して検証した。歩行特

性を明らかにするための 3 次元動作解析，ならびに接触回避のために身体回旋が必要か

どうかの判断力の測定を実施した。実験の結果，脳卒中片麻痺者の中でも転倒歴のある

者については，身体の麻痺側の接触が有意に多く，安全な隙間通過が困難であることが

わかった。しかしながら，麻痺側から隙間に侵入することを選択した場合，麻痺側の接

触率が劇的に低下することがわかった。さらに，転倒歴のある脳卒中者において，接触

回避のための判断が不正確であることも明らかになった。以上の結果から，脳卒中片麻

痺者のうち，特に転倒歴のある者については，身体能力の低下に加え，判断能力の不正

確性が影響し，麻痺側接触が多くなると結論づけた。この研究の最大の成果は，片麻痺

者が麻痺側から隙間に侵入することで，その接触率を軽減させられることを明らかにし

た点である。この成果が国際誌に掲載されたことも考慮し（PLoS One），本学の博士（健

康科学）に十分に値すると判断した。 

 

本学の学位規則に従い，論文審査委員による論文審査及び関連分野の試問を行った。また公開

の席上で論文内容を発表し，その質疑応答をもって最終試験とした。これらの論文審査及び最終

試験の結果，専門科目に関しても十分学力があることを認め，合格と判定した。 


